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「講演会等に参加して」東信支部 副支部長 金子周平 

 10月 8日土曜日に長野県介護福祉士会、設立 30周年記念式典・講演会が長野市勤労者女性

会館しなのきで開催されました。式典他信州介護福祉専門学校学生 2名と認定介護福祉士２名

の研究発表が行われ、最後に生活とリハビリ研究所所長である三好春樹先生による講演会「仕

事としての介護から、人生としての介護へ」でした。研究発表では、発表者自身の思いや介護

の魅力について、論理的にまとめ堂々と発表されていました。三好先生の講演では、先生自身

の介護の原点だった職場での体験をふまえ、分かりやすい内容で会場全体をまきこんだユーモ

アのあるお話しでした。 
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介
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祉
士
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周
年
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寄
せ
て 
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介
護
福
祉
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門
学
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古
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覇
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長
野
県
介
護
福
祉
士
会
設
立
３
０

周
年
を
迎
え
ら
れ
誠
に
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
日
を
迎
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
は
、
ひ
と
え

に
鈴
木
会
長
を
は
じ
め
歴
代
の
会
長
、

会
員
の
皆
様
、
そ
し
て
縁
の
下
の
力

持
ち
と
し
て
ご
活
躍
さ
れ
た
事
務
局

員
の
皆
様
方
の
並
々
な
ら
ぬ
ご
尽
力

の
成
果
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

そ
し
て
こ
の
よ
う
な
記
念
式
典
が
盛

大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
こ
と
を
心
か

ら
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

私
は
、
塩
尻
市
に
あ
り
ま
す
介
護

福
祉
士
養
成
校
の
信
州
介
護
福
祉
専

門
学
校
に
在
籍
し
て
い
ま
す
。
中
学

校
２
年
生
の
時
に
介
護
福
祉
士
の
仕

事
に
就
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
幼

い
頃
か
ら
地
域
で
暮
ら
す
お
年
寄
り

と
関
わ
る
機
会
が
多
く
、
そ
し
て
お

年
寄
り
と
の
か
か
わ
り
が
大
好
き
で

し
た
。
あ
る
日
、
私
が
暮
ら
す
地
域

に
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
が
来
て
い
ま
し
た
。

ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
と
お
年
寄
り
の
二
人

が
笑
顔
で
会
話
し
て
い
る
姿
が
印
象

に
残
っ
て
い
ま
す
。
双
方
が
笑
顔
に

な
れ
る
介
護
の
仕
事
に
魅
力
を
感
じ

専
門
学
校
へ
入
学
し
ま
し
た
。 

 

専
門
学
校
で
は
介
護
の
基
礎
知
識
、

生
活
支
援
技
術
、
制
度
の
理
解
、
様
々

な
勉
強
を
す
る
中
で
、
改
め
て
介
護

の
仕
事
に
魅
力
を
感
じ
た
出
来
事
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
介
護
福
祉
実

習
で
の
一
幕
で
す
。
私
は
高
齢
者
福

祉
施
設
へ
実
習
に
行
き
ま
し
た
。
そ

こ
で
あ
る
ご
利
用
者
様
と
関
わ
っ
て

い
ま
し
た
が
、
私
が
声
を
か
け
た
時

の
表
情
と
、
職
員
様
が
声
を
か
け
た

時
の
表
情
は
明
ら
か
に
違
っ
て
、
満

面
な
笑
顔
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
私

の
声
の
か
け
方
、
声
の
ト
ー
ン
や
、

話
す
ペ
ー
ス
、
姿
勢
や
視
線
の
高
さ
、

ど
こ
か
気
に
障
わ
る
よ
う
な
対
応
が

あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
自
問
し
ま

し
た
が
、
答
え
が
み
つ
か
る
は
ず
も

な
く
、
実
習
指
導
者
様
に
相
談
を
し

ま
し
た
。
返
っ
て
き
た
ア
ド
バ
イ
ス

は
「
そ
う
だ
よ
ね
」
と
い
う
一
言
で

し
た
。
関
係
性
の
中
で
展
開
さ
れ
て

い
く
介
護
の
仕
事
は
、
顔
馴
染
み
の

関
係
に
な
る
こ
と
が
重
要
で
、
ご
利

用
者
様
と
職
員
様
は
長
い
年
月
を
か

け
て
関
係
性
を
築
い
て
い
る
こ
と
を

こ
の
体
験
で
実
感
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
私
は
実
習
生
と
い
う
立
場

で
声
を
か
け
ま
し
た
が
、
ご
利
用
者

様
は
私
を
ど
う
い
う
人
間
な
の
か
を

認
識
さ
れ
な
い
中
で
と
て
も
驚
か
れ

た
と
思
い
ま
す
。
指
導
者
様
か
ら
は

「
め
げ
ず
に
か
か
わ
ろ
う
」
と
励
ま

し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
私
が
中
学

２
年
生
の
時
に
見
た
、
ヘ
ル
パ
ー
さ

ん
と
お
年
寄
り
の
二
人
が
笑
顔
で
会

話
し
て
い
る
姿
は
、
ま
さ
に
関
係
性

の
中
で
展
開
さ
れ
て
い
た
一
場
面
だ

と
思
い
返
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

こ
れ
か
ら
社
会
人
と
な
り
ま
す
が

笑
顔
を
忘
れ
ず
に
、
そ
し
て
ご
利
用

者
様
と
の
関
係
性
を
大
切
に
し
た
介

護
福
祉
士
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 
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玉
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ょ
く

霞か 

長
野
県
介
護
福
祉
士
会
設
立
三
十
周

年
記
念
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
こ
の
日
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
こ
と
は
、
歴
代
の
会
長
並
び
に
会

員
の
皆
様
が
た
の
並
々
な
ら
ぬ
ご
尽
力

の
成
果
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

私
は
塩
尻
市
に
あ
る
介
護
福
祉
士
養

成
校
の
信
州
介
護
福
祉
専
門
学
校
に
在

籍
し
て
お
り
ま
す
。
私
は
２
０
１
９
年

１
０
月
に
中
国
か
ら
来
ま
し
た
。
日
本

と
い
う
国
に
以
前
か
ら
興
味
が
あ
っ
た

か
ら
で
す
。
来
日
当
初
、
日
本
語
は
全

く
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
日
本
語
学

校
に
入
学
し
、
勉
学
に
励
む
一
方
で
、

日
本
の
文
化
を
知
り
た
く
て
ア
ル
バ
イ

ト
を
始
め
ま
し
た
。
そ
の
中
で
日
本
は

超
高
齢
社
会
を
迎
え
る
こ
と
を
知
り
、

私
の
母
国
で
も
一
人
っ
子
政
策
の
の
ち
、

日
本
と
同
じ
超
高
齢
社
会
の
課
題
が
目

前
に
迫
っ
て
い
ま
す
。
私
の
母
親
は
現

在
５
０
代
で
元
気
に
暮
ら
し
て
い
ま
す

が
、
万
が
一
介
護
が
必
要
と
な
っ
た
時

に
、
私
が
介
護
を
し
た
い
、
日
本
に
残

っ
て
介
護
の
勉
強
を
し
た
い
と
思
う
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。 

 

２
０
２
１
年
４
月
に
信
州
介
護
福
祉

専
門
学
校
に
入
学
し
、
介
護
福
祉
士
に

な
る
た
め
の
専
門
的
な
勉
強
が
始
ま
り

ま
し
た
。
日
本
に
は
介
護
保
険
制
度
と

い
う
社
会
保
障
制
度
が
あ
り
ま
す
が
、

中
国
に
は
介
護
保
険
制
度
の
よ
う
な
も

の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
中
国
で
は
国
家
衛

生
健
康
委
員
会
（
日
本
で
い
う
厚
生
労

働
省
）
か
ら
「
９
０
７
３
モ
デ
ル
の
推

進
」
が
２
０
２
２
年
４
月
に
表
明
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
在
宅
介
護
を
前
提

し
て
い
る
考
え
方
で
、
自
宅
で
介
護
を

受
け
る
高
齢
者
は
９
０
％
、
地
域
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
暮
ら
す
高
齢
者
７
％
、

福
祉
施
設
に
入
所
す
る
高
齢
者
が
３
％

と
い
う
指
針
で
す
。「
親
の
介
護
は
子
供

が
す
る
も
の
」
と
い
う
認
識
が
強
く
、

日
本
の
よ
う
に
国
民
の
共
同
連
帯
の
理

念
に
基
づ
き
介
護
を
社
会
全
体
で
支
え

る
仕
組
み
は
ま
だ
あ
り
ま
せ
ん
。
現
在

中
国
の
高
齢
化
率
は
約
１
４
％
（
２
０

２
２
年
８
月
現
在
）
で
高
齢
化
の
課
題

は
そ
れ
ほ
ど
重
要
視
し
て
は
い
ま
せ
ん

が
、
先
ほ
ど
述
べ
た
よ
う
に
一
人
っ
子

政
策
の
時
代
（
１
９
７
９
～
２
０
１
４
）

に
生
ま
れ
た
子
ど
も
が
介
護
を
す
る
時

代
、
２
０
５
０
年
に
は
高
齢
化
率
３

０
％
に
な
る
見
込
み
で
す
。（
所
説
あ
り

ま
す
）
中
国
と
比
較
す
る
訳
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
日
本
の
高
齢
者
政
策
や
介

護
福
祉
士
の
資
格
制
度
、
介
護
の
考
え

方
は
素
晴
ら
し
い
と
感
じ
ま
し
た
。 

 

ま
た
介
護
実
習
に
行
っ
た
際
に
は
ご

利
用
者
様
か
ら
「
あ
り
が
と
う
」
の
一

言
が
や
り
が
い
に
繋
が
り
ま
し
た
。
国

や
性
別
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
私

の
よ
う
な
留
学
生
を
温
か
く
迎
え
て
く

だ
さ
る
日
本
の
高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
と

て
も
好
き
に
な
り
ま
し
た
。
こ
ん
な
私

で
も
誰
か
の
お
役
に
立
て
て
い
る
喜
び

を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
中
国
に
帰
る

の
か
、
日
本
で
の
暮
ら
し
を
継
続
す
る

の
か
将
来
に
つ
い
て
は
ま
だ
は
っ
き
り

と
し
て
い
ま
せ
ん
。
で
す
が
、
家
庭
養

護
婦
派
遣
事
業
か
ら
始
ま
り
介
護
福
祉

士
の
資
格
制
度
が
成
り
立
つ
今
日
ま
で
、

介
護
福
祉
の
基
礎
を
築
い
て
く
だ
さ
っ

た
諸
先
輩
方
の
介
護
の
心
を
忘
れ
ず
に
、

「
研
修
な
く
し
て
介
護
な
し
」
と
あ
る

よ
う
に
自
己
研
鑽
に
つ
と
め
、
日
本
の

介
護
を
中
国
で
広
め
ら
れ
る
よ
う
な
存

在
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 
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ふっころフェスティバル２０２２ 介護技術コンテスト受賞者 

おめでとうございます 

 

【最優秀賞】 県知事賞 

規定部門   ほっとハウスほたかの家 hotaka2 号  

エピソード部門 社会福祉法人ハーモニー福祉会 

        チームレインボー 

【優秀賞】 

県介護福祉士会会長賞 

規定    松本短期大学 介護福祉士学科Aチーム  

エピソード リーベまつかわ   

県社会福祉協議会会長賞 

規定    長野県福祉大学校 ふくしまる   

エピソード エクセラン高等学校 ダイチャンズ  

県社会福祉法人経営者協議会会長賞 

規定    松本短期大学 介護福祉士学科Dチーム  

エピソード  おじヤン ほっとハウスほたかの家 

県介護福祉士養成施設連絡会賞 

規定    松本短期大学 介護福祉士学科Cチーム  

エピソード ショートステイ花りん 花りん    

【審査員特別賞】 

規定    上田千曲高等学校 

上田千曲高校生活福祉科 3年生 C     

      エクセラン高等学校 

エクセラン高校福祉科１・３年チーム   

エピソード エクセラン高等学校 

どうもはじめまして 

      長野県福祉大学校 

        QOL（クオリティー・オブ・ラブ）     

法人    社会福祉法人からし種の会 

 

 介護の仕事を目指す学生さん、日々介護現場で働く

介護職員が介護技術を披露しました。介護技術コンテ

ストでは応募された動画を「規定部門」「エピソード部

門」と部門別に紹介、表彰されました。受賞者の動画

は、ふっころフェスティバルのホームページに掲載さ

れています。ぜひ、ご覧ください。 

 受賞された皆様、本当におめでとうございました。 

次回は、皆さんも参加してみてはいかがですか。 
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介護カフェ 2 

                       北信支部 市村美幸 

11 月 18 月(金)19 時～北信支部主催の介護カフェ

が行われました。 

会場と ZOOM のハイブリッド開催という事で、自宅

で参加しました。 

最初に学習会と

して、今時の感染

症対策とは？大

阪府感染症対策

早わかりブック

を確認しました。

写真や対応の手

順等がわかりや

すく書かれてい

るので、成澤支部

長の施設でも活

用されているそうです。私の職場は通所、コロナ

の濃厚接触者となってしまった方は利用できませ

んが、入所系の施設では、目の前の感染してしま

った利用者のケアを行い、他に感染を拡げない！

現場の方々の苦労を目の当たりにした時間になり

ました。 

続いて、自分の職場の良いところは？というテー

マで交流が始まり、訪問介護事業所で老老介護の

お宅、オムツの尿漏対策という事例を紹介。訪問

出来る現状の提供時間の中で、夕方の訪問から翌

日の訪問時間までいかに尿もれを防ぐか？吸収量

の多い一枚のパットを使い、密着ギャザーを考え、

家人の負担を減らすように知恵を出し合い対応さ

れているお話でした。十分に行き届いた介護では

ないかもしれませんが、長年住み慣れた家で、生

活を継続していける幸せは計り知れません。そん

な生活のお手伝いが出来る介護職の素晴らしさを

感じる事も出来ました。 

 季節の行事の話では、施設独自でどんど焼きを

実施。興奮して夜眠れない方もいる程、喜んでも 

 

らえて、職員の苦労も報われる。それぞれの施設

で利用者のために奮闘されている皆さんの姿を伺

うことも出来ました。私に気づきをもらえた時間

となりました。 

┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏ 

※前月号の未紹介部分掲載 

感染対策の基本（zoom 開催） 

 

南信支部 野路 真也 

9 月 3 日に南信支部上伊那ブロックで研修会

を開催しました。研修会は「感染症」をテー 

マに上伊那の基幹病院である伊那中央病院医

療安全管理室勤務の感染管理認定看護師であ 

る奥原朋美さんに講演をしていただき、18 名

が学びを深めました。 

「感染対策の基本」「流行性疾患」「新型コロ

ナウイルス感染対応」をメインテーマに感染

の基本である「スタンダードプリコーション

（標準予防策）」の重要性・栄養を摂り、体調

を整え免疫力を向上させることが感染予防に

とって 1 番大切であること・新型コロナウイ

ルス第７波までの上伊那での推移、現在の患

者の特徴、治療等をわかりやすく講義頂きま

した。 

最後に奥原さんより「自分の癖を知っていま

すか？」と投げかけられ、「無意識に顔、髪等

に触る人は感染リスクが増加するため、直し

ましょう！」とメッセージを頂きました。参

加者からは「大変参考になりました。職場で

共有したい。今後の仕事に繋がった。」等感想

が寄せられています。 

コロナ禍で集合できず、様々な研修が延期・

中止になっている中、新しい研修の形で第一

歩を始めることができたことはとても大きな

自信につながりました。 
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２０２２年を振り返って 

                         公益社団法人長野県介護福祉士会 

                                会長 鈴木よし子 

 

早いもので 12月に入り、2022 年の終わりが見えてきました。歳を重ねる度に 1年の経過

が以前よりも早く感じるようになった気がします。今年も新型コロナウイルスから解放さ

れることは無く、またウクライナ戦争及び円安による物価の高騰に翻弄された年でした。新

型コロナに関しては第８波に入りましたが、緊急事態宣言も自粛要請もなく、イベントや外

国人観光客の受け入れも再開され、世間の様相はコロナ前と変わらない状況となっている

ようです。しかし、介護現場では、クラスターが発症し、緊張と疲労の日々が続いています。 

2022 年を振り返ります。 

2022 年には日本の課題である少子高齢化対策が用意されました。4 月からは不妊治療が健

康保険の対象となりました。また育児・介護休業法が変わり、分割取得や、休業中の一部就

労を認めるなど、男女の別なく育児休業を取りやすくなりました。現場では実際どうか

は・・・別ですが。高齢者については、公的年金の受給開始年齢の上限を従来の 70歳から

75 歳に引き上げられ、定年延長の施策と併せて高齢者の就労を促されました。身近では、

介護福祉士の高齢化が進んでいます。83 歳で介護職員をしている方がいます。 

  
2 月 4日には、北京での冬季オリンピックが開催 

3 月 4日からはパラリンピックが開催 

ロシアのウクライナ侵攻、急激な円安（ ＾ω＾）・・・ 

 

公益社団法人長野県介護福祉士会 ３０周年記念式典 

会報ケアワーク信濃の発行 

各種研修会の開催（支部・ブロック研修） 

キャリア形成訪問指導事業（新規 ノーリフティング） 

アドバイザー事業 

ふっころフェスティバル参加（ケアコンテスト） 

 

様々な活動へのご協力ありがとうございました。 

 



 
  事 務 局 か ら の お 知 ら せ  

 

研修のご案内・詳細はホームページでご確認ください http://kaigo-nagano.jp/ 

30 周年記念キャラクター投票フォーム 2023 年 1月 15 日～1月 30 日まで 

    QR コード

Qhttps://forms.gle/iD1mufj4nUVMYaLu8https://forms.gle/iD1mufj4nUVMYaL

u8https://forms.gle/iD1mufj4nUVMYaLu8https://forms.gle/iD1m

ufj4nUVMYaLu8 

7ケアワーク信濃 2022年 1２月 No.16７ 

30 周年記念川柳投票フォーム 2023 年 1 月 15 日～1月 30 日まで            

https://forms.gle/WbGheDoKtkeyGkR19  QR コード  

 
 

 

現在 17 の作品があります 

https://forms.gle/iD1mufj4nUVMYaLu8 

長野県外国人介護人材受入支援事業集合研修  ① 

主催：公益社団法人 長野県介護福祉士会 

●研修の目的 

１．技能実習生及び介護における１号特定技能外国人

の生活支援技術を向上する 

２．長野県内全域で働く仲間との交流を図る 

●受講対象者 

 ①技能実習生 

②介護における１号特定技能外国人    

●研修日程・会場・内容（どちらか１日の参加 or 両日の

参加どちらでも大歓迎です） 

令和 5年 2月 7日（火）受付 9：30 開始 10：00～16：00

終了 

信州介護福祉専門学校 〒399-073 塩尻市大門三番町 4-24  

TEL 0263-87-0015 

令和 5年 3月 1日（水）受付 9：30 開始 10：00～16：00

終了 

長野社会ふくし専門学校〒380-0903 長野市鶴賀 28-3 

TEL 026-223-2940   

●参加費無料 1/24 締切 

 

～障害者の特性と関わり方～ ③ 

日 時 令和 5 年 １月 ３０日（月） 

9 時 30 分 ～ 16 時 00 分 

場 所 長野上水内教育 

長野市中御所岡田１５-１ 

参加費会員 3,000 円非会員 6,000 円 

先着 30 名 申込み締め切り１月 20 日（金） 

 講師 長野県社会福祉士会事務局長 

          三村 仁志氏 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

看取りケア研修  ② 

「人生の最終章を支える最期に寄り添うために」 

【日時】 令和５年１月１７日 （火）講義 10：00～16：00 

【実施方法】 ZOOM によるオンライン研修 

【定員】30 名（20 名以下の場合は開催しないこと）  

【参加費】長野県介護福祉士会 

  会員３，０００円   

非会員６，０００円 

【対象】介護職員 

【内容】 ・看取りケアの基本を理解し居宅及び施設に

おける課題や必要な視点について。 

・利用者及び家族等に対する介護職としての適切な支

援方法について。・看取りケアで必要な看護サービスを

活用する際の視点や医療職や多職種との連携方法

や協働のポイントについて。 

拘縮予防と改善のための基礎と実践 ④ 

【日  時】2023 年 2 月 9 日（木）9:30～12:00 

【実施方法】 ZOOM によるオンライン研修 

【講  師】 株式会社大起エンゼルヘルプ   

理学療法士田中 義行氏 

【対  象】医療・介護従事者及び 

テーマに関心のある方 

【参 加  費】 長野県介護福祉士会      

会員 1,000 円 非会員  3,000 円 

【定  員】  60 人（20 人以下の場合は中止

となることもあります） 

申込〆切り 1月 27日(金) 
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カ
イ
ゴ
っ
て
ど
ん
な
仕
事
？
～
私
た
ち
の
1
日
～
② 

私
た
ち
が
働
く
カ
イ
ゴ
の
ゲ
ン
バ
に
は
、
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
の
形
が
あ
り
ま
す
。 

今
回
は
東
信
地
区
に
あ
る
特
養
と
看
護
小
規
模
地
機
能
型
居
宅
介
護
で
働
く 

お
二
人
の
1
日
を
紹
介
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。 

 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
勤
務 

 
 

 
 

 
 

 

 

東
信
支
部 

篠
原
史
一 

私
達
の
施
設
は
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア

型
で
、
１
ユ
ニ
ッ
ト
10
名
の
個
室
対

応
、
食
事
や
レ
ク
時
に
は
皆
様
が
リ 

ビ
ン
グ
に
出
て
き
ま
す
。 

科
学
的
介
護
「 

 
 

 

」
の
活
用

を
中
心
に
、
入
浴
の
際
は
個
浴
を
選

択
す
る
事
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。 

入
居
者
様
一
人
ひ
と
り
の
個
性
や
生

活
リ
ズ
ム
に
応
じ
て
暮
ら
し
て
い
け

る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
、
ゆ
っ
た
り
と
し

た
雰
囲
気
の
中
で
笑
顔
あ
ふ
れ
る
毎

日
が
過
ご
せ
る
よ
う
各
職
種
連
携
し
、

よ
り
良
い
サ
ー
ビ
ス
に
繋
げ
ら
れ
る

事
を
目
標
に
、
皆
で
日
々
改
善
、
前

進
し
て
い
る
施
設
で
す
。 

看
護
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護 

東
信
支
部 

山
浦
千
鶴 

私
は
、
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の

１
つ
看
護
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介

護
（
看
多
機
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
）

に
勤
務
し
て
い
ま
す
。
登
録
利
用
者

数
は
29
名
で
、
訪
問
看
護
・
訪
問
介

護
・
通
所
・
宿
泊
・
相
談
の
5
つ
の

サ
ー
ビ
ス
を

1
つ
の
事
業
所
で
同

じ
ス
タ
ッ
フ
が
一
体
的
に
提
供
で
き

る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
医
療
が
必
要
な

方
や
認
知
症
の
方
を
、
住
み
慣
れ
た

地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に

支
援
し
て
い
ま
す
。 

特別養護老人ホーム

勤務篠原史一さんの 1

日 

 看護小規模多機能型居宅

介護 勤務山浦千鶴さん

の 1 日 

 8：25 

8：30 

申し送り 

訪問介護を行いながら利

用者のお迎え  

タブレット確認  

申し送り 

排泄ケア 

9：00 入浴介助・利用者個別対

応・ラジオ体操・訪問介

護 

おやつ 

個別対応・レク  

入浴・個浴対応  

10：00  

昼食 口腔ケア 

 

12：00 嚥下体操・昼食介助  

たまに調理 

口腔ケア・排泄ケア・午

睡準備 

休憩・コール対応  

 

13：00 午前中の利用者の様子と

午後の業務確認  

利用者の 1 日の様子を連

絡帳へ記入・  

排泄ケア 

個別対応・レク  

おやつ 

14：00 

14：45 

15：00 

個別訓練 

レクリエーション  

おやつ介助 

 16：00 自宅へ送り夕食の準備  

 16：50 申し送り・カンファレン

ス 

夜勤へ申し送り  

終業 

17：00 

17：30 

終業 

 

 

 

早
い
も
の
で
今
年
も
も
う
、
12
月
。 

み
な
さ
ん
年
末
年
始
の
イ
ベ
ン
ト
に
向
け

た
企
画
会
議
は
進
ん
で
い
ま
す
で
し
ょ
う

か
？
ク
リ
ス
マ
ス
に
お
年
越
し
、
お
正
月
、

年
賀
状
、
初
詣
、
も
ち
つ
き
、
コ
マ
回
し
。

介
護
福
祉
士
の
ア
イ
デ
ア
の
多
彩
さ
は
県

内
の
み
な
ら
ず
全
国
で
発
揮
さ
れ
て
い
る

こ
と
と
思
い
ま
す
。
ち
な
み
に
私
は
年
末

に
病
棟
で
「
一
人
紅
白
歌
合
戦
」
を
や
ろ

う
と
考
え
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ア
イ
デ

ア
を
ど
ん
ど
ん
持
ち
寄
り
、
共
有
で
き
る

広
報
紙
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。 

 

そ
れ
で
は
皆
さ
ん
、
良
い
年
を
お
過
ご

し
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
来
年
も
よ
り
実

り
あ
る
一
年
に
な
り
ま
す
よ
う
に
。 

 

広
報
委
員 

東
信
支
部 

山
本
雅
史 


